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 本日、静岡県立大学に入学された 学部生 658 名、短期大学部生 110 名、大学

院生 130 名の皆さん、入学まことにおめでとうございます。静岡県立大学の教

員、職員、役員を代表して、皆さんを歓迎します。皆さんご自身の努力に敬意を

表しますとともに、これまで皆さんを支えてこられたご家族はじめ関係者の皆

様に、心からお慶び申し上げます。 

 

 また、鈴木静岡県知事、落合静岡県議会議長をはじめ、ご来賓の皆様には、ご

多忙の折にもかかわらずご列席を賜り、厚く御礼申しあげます。 

 

 高校を卒業して大学に入ると、学習の仕方が大きく変わります。新入生の皆さ

んは、最初戸惑うことがあるかもしれません。その理由の一つは、「答え合わせ

のできない問題に挑戦する」からだと思います。高校までの学習では、はっきり

とした正解があり、答え合わせができます。しかし、大学の学習では、答え合わ

せができないことが増えていきます。究極な状況はと言えば、まだだれも正解を

知らない問題に挑戦することです。別の言葉で言うと、「研究」です。高校まで

の学習になじんでいる人のなかには、大学の講義内容が曖昧だと感じる人が多

いかもしれません。それは、それだけ議論の余地がある内容を大学の講義では扱

っていることを意味しています。 

 

 大学では、卒業するために卒業研究を行うことや、卒業論文の提出が求められ

ます。 

 

 では、研究とは、何でしょうか？次の５点でまとめられます。 

１. まず、何が問題なのか、具体的な問題としてどのように取り上げれば良いの

かを、自分で考えて整理します。 

2. 次に、問題に対する答えを得る方法を自分で考えます。 

3. 調査や実験を自分で行います。 

4. 問題に対する答えを自分でまとめます。 
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5. 1 から 4 について自分で発表します。発表のなかでは、必ず研究成果の意義

を主張することを忘れてはなりません。 

 

 はじめからおわりまで、すべて自分が主人公です。ただし、指導教員や、その

他の人々の意見にも耳を傾ける必要があります。 

 

 ところで、研究発表の形として、典型的なのが論文発表です。多くの場合、論

文の原稿を出版社に提出すれば、掲載してもらえるという訳ではありません。必

ずといっていいほど、原稿の内容について、その研究領域の専門家から批判され

ます。批判に対して、反論する力が必要です。もちろん、批判が当たっていると

思った場合には、研究内容を修正／改善する必要があります。 

 

 とくに自然科学系の場合では、多くの場合、論文を英語で執筆します。したが

って、英語を読む力、書く力は重要です。さらに、論文という形ではなく、学会

で発表することもあります。特に国際学会では、英語で議論する力が重要です。

聞く力と話す力が必要です。 

 

ところで、研究力は、いわゆる学術研究や基礎研究だけではなく、広く地域

の課題や、日常生活の問題を解決する力を養うことにも役立ちます。まず、問題

点をはっきりさせて整理し、対応方針を立てるところから始まります。課題解決

にむけて行動し、その行動がどの程度有効だったかどうかを振り返ります。 

 

さて、昨年の入学式では、新入生の皆さんに新聞や本を読むことを勧めまし

た。経済学者のトマ・ピケティーが書いた大変厚い本「資本とイデオロギー」を

推薦しました。この本では、統計の取り方によって、重要なことが浮き彫りにな

ることを鮮やかに示しています。例えば、国民所得の平均値では分かりません

が、所得の分布を示すことで、「所得格差」の拡大を見える化できます。つまり、

「人々を所得の高い順にならべてみた場合，そのトップ 10%に入る人々に、国
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民所得のどのくらいの割合が集中しているのか」を示した数値がその一例です。 

 

著者の結論は、「経済学が独り歩きしすぎた結果、歴史学者、社会学者、政治

学者、哲学者は経済問題の研究を、経済学者に丸投げしてしまうことがあまりに

も増えた。市民が経済と歴史の知識を再び我が物にできるようにすることが大

切だ」ということです。 

 

今年度は、昨年ノーベル経済学賞を受賞した、ダロン・アセモグルの本をあ

げたいと思います。「技術革新と不平等の 1000 年史」という本です。原題は、

「Power and Progress」です。 

 

これは、人工知能をはじめとして、デジタル技術の進歩が、自動的に社会を

良くするとは限らないと、警鐘を鳴らしている本です。2023 年の 12 月に日本語

訳が出ています。英文の原著も 2023 年の出版で、比較的新しい本です。過去の

技術革新の歴史をみても、技術革新を主導して支配した人がもうかり、一般人は

貧しいままであるという、歴史経済学からの教訓を述べています。 

 

テクノロジーの進路を専門家に任せ、それ以外の人々に対してはテクノロジ

ーを使えるように教育すればよいという立場には、明確に反対しています。デジ

タル・ツールについても、賢い人が設計し、そうでない人はツールを使えれば良

いという考え方では、財産の集中をまねき、社会格差の固定につながるという展

望です。この流れに対抗するには、ツールの利用者は、ツールの働き方について

学び、ある程度ツールを支配できるようになることが有効だと述べています。 

 

アセモグルの書いたもので、もう一つ推薦したい本に、「自由の命運」という

本があります。副題として、「国家、社会そして狭い回廊」が付いています。原

題は、「The narrow corridor」です。「狭い廊下」という意味です。これは、2020 年

に日本語訳が出版されています。現在、世界の政治状況が流動化し、紛争が多発
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している状況を踏まえて、読む価値のある本です。世界の政治体制と社会との関

係について、古代から現代まで、様々な地域を網羅する形で書かれています。と

くに、そこに生きる普通の人々の「命運」に焦点をあてて解説した本は、他にあ

まりないと思います。先ほど紹介した「技術革新と不平等の 1000 年史」とは、

また違った印象があるでしょう。 

 

さて、静岡県は温暖な気候、富士山や駿河湾など豊かな自然に恵まれ、多様

な食文化もあります。本学の草薙キャンパスは、緑豊かな日本平の斜面の裾野に

位置しており、隣には県立美術館があります。本学の学生には、無料で観覧でき

る常設展や、特別展の割引もあります。小鹿キャンパスは、ここグランシップか

らも近く、日本平の麓にあって、小鹿商店街にも近く、地域住民の方々がご家族

連れで気楽に立ち寄れる場所です。 

 

本学は、５つの学部と大学院、短期大学部を擁する総合大学で、外国人留学

生も多数在籍しています。４つの学部が草薙キャンパスを、看護学部と短期大学

部が小鹿キャンパスを本拠地としています。自分の専門の学習はもとより、他の

専門を学んでいる学生、外国人留学生や地域の方々、教職員とも交流して、自ら

様々な視点を獲得すること、地域課題の解決にも関心を持っていただけること

を期待しています。 

 

大学に入ると、やるべきことや、やりたいことがいっぱい出てくると思いま

す。これから入学式の第２部として、クラブ・サークルの紹介もあります。新入

生の皆さんが、こころと身体の健康に気を配りつつ、有意義な学生生活を送るこ

とを期待して、私のお祝いの言葉とします。 

 

本日は まことに入学おめでとうございます。 

 

令和７年４月９日 静岡県立大学学長 今井康之 


